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＜連絡事項＞

・看護グループ内研修を下記の日程で行います。

日時:平成29年7月24日(月)
対象者:介護:新人、初級　　内容:介護技術(移乗)　 講師:鶴飼CW
場所:病院体育館　　17時15分～　　　　　　

※当日は時間厳守での参加をお願いします。

・リネン庫の整理終了しています。

・佐々木　悦子様～リハビリパンツは301号室のロッカーの中に全て入れて施錠していま

す。鍵は預かり物（女）の中に入っていますので周知願います。

・深町　栄子様～預かっていたオムツ等は本人のベッドサイドヘ戻しています。御家族面

会時に不要なものは持って帰って頂きましょう。

＜患者様連絡事項＞

・飯田　修子様～本日8：30より自宅へ外出されています。

・蝦夷森　重男様～14時～スタッフ付き添いにて外出されています。

・金澤　洋子様～本日の検尿の結果　潜血（2+）　蛋白質（2+）であった為主治医へ報告しています。水分摂取の促しと、不正出血の有無や自覚症状等の確認をするよう指示ありました。その為、本人に説明し、ナプキンを購入して頂き出血の確認をしていく事としています。本人は特に痛みも何もないとの事でした。7/24（月）に再検を行う予定です。

・高山　英佐様～今後の方針について主治医に確認をしています。主治医からは現在のまま本人達の希望に沿うように退院を進めて良いとの事。また家族面談は必要ないとの事でした。

・日向端　庸男様～有料老人ホーム「白山台」大橋様より架電あり。単独での買い物はさせていない事、家族との連絡や協力について等を理由に今回は見送りさせて頂きたいとの事でした。

＜注目患者様＞

・五日市　規様～本朝3時前に覚醒し、扉を開ける行為あり。「タチバナカズコさんを待っている」と話されています。夜中で施錠している事を説明すると納得されています。日中は特に扉を凝視する行為はなく各プログラムへ参加しています。度々妄想発言や妄想に左右される行為等ありますので、ホールにいる際には所在確認をして行動の観察をお願いします。

・三上　勇様～一昨日より発熱あり、日中は解熱されますが準夜帯で上昇する傾向にあります。食事や水分摂取は摂れていますが、歩行時ふらつきが大きく転倒の危険がありますので、外傷のない様、見守り、介入をし、合わせて発熱の状態など、身体症状の観察をお願いします。

・佐々木　淳様～本日昼食を拒否されています。また歩行時は突進歩行で大きくふらつき、両膝をつく事が多々見られています。食事や水分量の観察と転倒の危険がありますので、歩行時の見守り、介入をしていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・三上　勇様～タジベール2T　2×朝・夕　7日分とデルモゾールDP軟膏2本処方

・松谷　和也様～タジベール2T　2×朝・夕　7日分とデルビナフィンクリーム1本処方

・布施　邦雄様～エキザルベ1本、ケルガー液1本処方

・千葉　光広様～デルモゾールDP軟膏1本処方

・原　吉郎様～足白癬（左第2・3趾間）　デルビナフィンクリーム　塗布

・内田　都影様～両足底（角質化）　ウリモックスクリーム　塗布

・高山　英佐様～(追加)頭部（脂漏性湿疹）　デルモゾールDPローション

＜馬渡Dr診察＞

・佐々木　淳様～診察時は穏やかにカップ麺やキムチが食べたいと話されている。主治医より現在服用中の薬で塩分を摂りすぎると効き目が低下する物もあると説明を受け納得されている。

　　　　　　　　臨時薬は変更無く7日分処方となっている。

・日向端　庸男様～診察時主治医より先日の施設面談の結果について説明し、再度入居出来そうな施設を探していく事を話しています。本人は「分かりました」と表情良く話されていました。

　　　　　　　　　定期薬に変更はなく7日分処方となっている。

＜安ヶ平Dr退院支援＞

・佐々木　悦子様～家族としては、自宅退院は困難と考えているため施設の方向で調整が必要。現在64歳であるため65歳になり次第介護保険の申請を検討していく。現在のADLを保っていくよう支援。

・三上　勇様～保護者となるべき身寄りが無く八戸市長が保護者である為、施設への入所は難しい。

・上村　みわ様～介護認定調査結果未確認→弟様の面会などの促しでの、今後の話し合いが必要。

・滝田　英人様～家族（妹様）との近況での情報交換や面談の機会が取れるか検討。

　　　　　　　　本人が入所できる施設の検討。

・嶋守　京子様～退院先の検討→施設入所の方向。長女様は、当法人内の施設入所を希望。不安や緊張が強くあり、抑うつ等の情動の不安定が出現する恐れがある。家族との連携を図り、入所可能な施設入所を目指して行く。

・中川原　義雄様～北病棟に転入してからも精神症状は安定している。妻様との離婚に伴い、保護者が長女様へ変更となる。セルフケアの能力維持できるように支援していきまた施設の入所を検討する。

＜馬渡Dr退院支援＞

・蝦夷森　重男様～介護保険期限切れの為再度申請していき、介護保険適応の施設入所を目指している。

・原　吉郎様～病状管理が行えるよう指導・介入していく。また日常生活面における指導・

介入していく。施設入所の方向で支援していく。（治験終了後、本人への動

機付けを行っていく）

・戸賀沢　潔様～自己管理能力を評価し詳細を把握、適宜指導、介入する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

開放病棟での水分管理をしていく事となる為、密な観察を行う。買い物

はタバコのみ可(スタッフ付き添い)　スタッフ付き添いでの外出家族と

の話し合いを行うが、現状家族の受入（五戸の実家あり、誰も住んでい

ない）状況なし。

・佐々木　淳様～年齢が54歳と若い為、青山荘入所対象ではあるが歩行状態が悪いため入所は出来ず、また介護保険の申請が必要だが申請できる年齢に達するまで待たなければならない状況である。介護保険申請できる年齢になるまで時間を要すが、ADL維持し低下させないよう対応していく。また定期的な外泊を続け、自宅での療養が可能か定期的に母様と話をしていく。

・日向端　庸男様～今後、アパートの探索を行うが、アルコール性認知症と診断があると賃貸を拒否する不動産が多い為、アパートへの退院困難あり。7/13に有料老人ホーム(白山台)の面談を行っていたが、7/20に断りの電話がきている。

